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1.はじめに 
 自然言語処理研究の発展のために、
言語資源の充実が重要であることは
明白である。これまで、多数の言語資
源が構築され、様々に応用されること
によって研究進展がはかられている。
しかし、わが国において整備されてき
た言語資源の対象となる言語は、日本
語・英語・中国語・朝鮮語が主であり、
加えてタイ・インドなど他のアジア諸
語の資源構築が進められはじめたと
いう状況である。世界中の主要言語を
カバーするには程遠い段階であると
いえる。 
 このような現況に対して、日本語を
含む 25 言語を専攻語としている大阪
外国語大学が、所属する研究者が持つ
知見を結集して、多数の言語を横断的
に検索・比較できるようデータベース
化したものを構築すべく作業を進め
ている[1-3]。現時点において、13 言
語の会話文をサンプルとして提供で
きることになり、本稿において報告す
るものである。 
 本稿で報告する言語資源の特徴は、
以下のように考えられる。 

 既存の言語資源の活用で問題にな
るのは、権利関係である。本デー
タはすべて大阪外国語大学のオリ
ジナルデータであるので、利用に
当たって問題が発生しない。また
広く利用されるよう、構築資源の
一部をフリーで公開する。 

 さらに言語研究への応用（とくに
言語類型論）と言語教育への活用
（母語と目標言語との対照分析）
を主な利用目的としている。 

 また、一般に単語や文のカバーす
る範囲は言語により異なり、それ
を一対一で対応づけることは不可
能なのであるが、この資源ではあ
えて一対一の対応による言語横断
参照性を高める試みを行った。 

 
2.多言語平行マルチメディア言語資源 

大阪外国語大学においては、2000
年以来、前記の目的のもとに言語資源
の構築を試みている。その方針は、大
阪外国語大学の専攻語である 25 言語
での構築を目標とし、しかし手作業に
よる翻訳に基づくため作業能力の限
界から各言語ごとのデータ量を絞っ



たものとした。 
 その結果、主に旅行会話を想定した
会話文約 1000 文（13 言語）と日本語
使用頻度の高い単語 [6] 約5000語に
ついてその翻訳を集めた単語集（７言
語完成、4言語作業中）、が作成できた。
日本語と英語をキーとし、各言語に翻
訳することで作業を進めた。また翻訳
済みの単語・会話文の（主に大阪外国
語大学のネイティブ教員による）発話
音声データを録音し、文字データと対

応付けてデータ化した。 
この会話集のうち、利用頻度が高い
と考えられる100文の文字データとそ
の発話音声データを選定し、フリー言
語資源として社会に提供すべく作業
を進めている。 
 
 
 
 
 

図１ 多言語平行マルチメディア資源の一部（会話文テキスト情報） 

図２ 多言語平行マルチメディア資源の一部（発話音声データ）の波形表示 



 

 
3.構造化例文集 
前述の言語資源の構築と平行して、特
に言語教育上重要と思われる、あるい
は対照言語学的にみて重要と思われ 
る文を 100 文選定し、その言語構造を
GDA [5] (ただし一部独自の修正・拡
張を行っている)によりタグ付けする
試みも進めている。現時点では日本と
中国語の作業を進めている。 

 

これは、蓄積した言語資源を単に語
学教育の基盤となる例文集として扱
うだけでなく、タグ付けにより構造化
された例文から文法規則を帰納によ
り推測させたり、隣接言語との比較に
より当該言語の特徴を発見させると
いった、新しいタイプの言語教育が可
能になると考えている。また機械翻訳
のシステム開発においても有用な参
考情報となると考えている。表１に、
その選定文（日本語）の一部を挙げる。
選定に際してその文のどのような言
語学的特徴に着目したかも付記して
いる。 
 タグ付け作業にあたっては、東京
工 業 大 学 が 開 発 を 進 め て い る 
eBonsai [7] のシステムを利用し作
業をおこなっている。その作業時の画
面キャプチャを図３に示す。このよう
な作業の出力として図４に示す XML

二重主語 
#026

: 
ゾウは鼻が長い 

題目と主語をもつ文／二重主語

文／大主語・小主語をもつ文 

題目と主語が［全体−部分］

の関係 

二重目的

語 

#029

: 

わたしは彼に辞書を一冊

送った 
授与動詞をもつ文 二重目的語文になる？ 

受身 
#045

: 

うちのロバがトラックには

ねられた 
受動（直接） 

典型的な「被害」の意味をも

つ受身 

出現 
#060

: 

この屋敷はよくお化けが

出る 
超自然現象の出現を表す文 

一般の文と語順が異なるか

どうか 

結果 
#066

: 

彼女は夫の父を思わずフ

ライパンで殴って死なせ

てしまった 

動作とその結果を表す構文 非意図的な結果のばあい 

表１ 構造化例文集のために選定した例文情報の一部（言語学的特長が付与されている）

図３ タグ付け作業ソフトウェアの画面 



化テキストデータが得られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．おわりに 
 本稿では大阪外国語大学が構築を
進めている言語資源について報告し
た。資源の一部は、言語資源協会を通
じてフリーな利用に供する予定であ
る。利用者の意見をフィードバックし、
より有用な言語資源となるよう、資源
の種類や構造化方法の検討をすすめ

る。今後は、テキストデータの構造化
と言語数の拡充を推進する。 
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<?xml version="1.0" ?> 
<data> 
  <su> 
    <np> 
      <n>她</n> 
    </np> 
    <v> 
      <adp> 
        <ad>不小心</ad> 
      </adp> 
      <v> 
        <vp> 
          <v>用</v> 
          <np> 
            <n>鍋子</n> 
          </np> 
        </vp> 
        <vp> 
          <v>把</v> 
          <np> 
            <np> 
              <n>她</n> 
            </np> 
            <n>公公</n> 
          </np> 
        </vp> 
        <v> 
          <vp> 
            <v>砸死</v> 
          </vp> 
          <v>了</v> 
        </v> 
      </v> 
    </v> 
  </su> 
</d t >
図４ 得られた構造化例文データ


